
アジア獣医師会連合（ＦＡＶＡ）日本事務所を誘致へ!! 
 

服部誠太郎福岡県知事は、令和４年２月２１日（月）に開会した令和４年２月福岡県議会の冒頭、 

『世界を視野に未来を見据えて、成長・発展の歩みを力強く進めていくため、幅広い県政の中でも、

次の四つのことに重点を置いて取り組んでまいります。 

その第四は、「ワンヘルスの推進」です。 

今年１１月末に本県で開催される「アジア獣医師会連合（ＦＡＶＡ）大会」を契機として、本県のワ

ンヘルス推進の取組みをアジア、そして世界に向けて発信してまいります。』 

との所信を述べられました。 

 

 令和４年３月１日（火）、福岡県議会で野原隆士議員（福岡県獣医師会副会長）が自民党の代表質問

で、「ＦＡＶＡ日本事務所の福岡県への誘致について」知事に質されました。 

 

 
 

【質問】 

日本獣医師会が知事に要望されたように、期限付きで設置されているＦＡＶＡ日本事務所を引き続き

設置することが不可欠である。  

国連ハビタット福岡本部を誘致したときのように、ＦＡＶＡ日本事務所の設置について、県民が一体

となって誘致に取り組む必要があると考えるが、知事の意気込みをお聞かせください。 

 

【知事】 

ＦＡＶＡ日本事務所の福岡県への誘致についてです。 

先月２５日、日本獣医師会藏内会長からＦＡＶＡ日本事務所の誘致の検討についてご要請をいただきま

した。 

要請書におきましては、「現在期限付きで設置されております日本事務所を常設のものとし、アジア及

び世界におけるワンヘルス実践活動をリードしていく」お考えが表明をされております。 

この事務所が本県に設置されますことは、ワンヘルス実践の礎となる「福岡宣言」がなされ、全国で初

めてワンヘルス推進基本条例を施行し、ワンヘルスの世界的先進地を目指しております本県にとりまして、

大変意義があることであり、さらには、九州地方知事会と一緒になって国に要望いたしております「アジ

ア新興・人獣共通感染症センター（仮称）」の九州への誘致の強力な後押しとなるものとも考えています。 

このため、「国連ハビタット福岡本部」の誘致の取組も参考にして、日本事務所の本県への誘致につき

まして、今後、県獣医師会、関係自治体、地元経済界の皆様とも相談しながら取り組んでまいりたいと考

えております。 
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